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2005年目標の「教育の情報化プロジェクト」
「e-Japanプログラム」

普通教室へのPC配置
ネットワークの高速化
校内ネットワークの整備
情報関連の教員研修
PCを操作できる教員100%
ITを授業で活用できる教員概ね100%
いつでも、だれでも、どこでも利用できる
学習環境の実現



第１フェーズ

• 賊軍の時代

• インターネット普及の「誠」の旗の元に集結
• インターネットにいち早くタッチした人たちが、その教育での

可能性を信じて啓蒙に奔走した時期（草の根的アプローチ）

• カップめん事件

keyword
校内LAN敷設、学びの
環境の構築、ugaML、
葛尾ライブカメラ、

地域展開プロジェクト、
あぶネ研、ネットデイパック

１９９０年代初頭



第２フェーズ

• 官軍の時代 「錦の御旗が手中に、、、」

• 平成の大号令
～４万校をインターネットに接続するのだぁ～

• ネットワークの基盤整備

keyword
校内LAN整備、

光ファイバー、
高速ネットワーク、
学校インターネット、
地域ネットワーク

２０世紀末頃



第３フェーズ

• はたと気がつく時代
「インターネットにつながっても、教材がない
じゃないか。」

• 国をあげての教育用コンテンツの開発

keyword

CEC教育用素材集、

文部省教育コンテンツ、
NICER、

地域コンテンツ

２０００年頃～



１０年の変化

• 生徒とはい回ったLAN構築が、５００校へ拡大

• 数枚の写真が、１０万件のアーカイブへ拡張

• LCの定点観測が、全国プロジェクトへ発展

• Web教材が、e-Learning へ伸展

文科省



第４フェーズ

• 我に返る時代

• 教育用コンテンツ
使える教員いない、使おうとする文化がない。

• “情報教育”のフェードアウト
（江戸の粋は裏地で語る。。）

• 教科のエキスパートが普通にITを語る時代

• Educational Resources on Internet
たまたまインターネットだったと言えること。

最近は、



ふくしま教育情報データベース
http://www.db.fks.ed.jp/

【問い合わせ先】 福島県教育センター 企画・研究グループ 情報化推進研究チーム

足かけ５年
の集大成

福島県教育センター Presents

○地域コンテンツの開発
県や市町村および福島県内の博物館協

議会等に資料提供の協力を依頼し、本県
独自のテキスト58,325ページ / 画像
45,000枚 / 動画5,892クリップ、計１０万件

の教育用地域コンテンツを開発しました。
主な内容は、県教委、教育センター等の広
報誌、研究紀要、市町村の社会科副読本、
すべての市町村の歴史、文化、産業、観
光等が納められた写真やビデオです。

学校での利用に配慮し、
すべての情報提供者から
利用許諾を得ています。

福島県内９０市町村の
・特色のある写真
・社会科副読本類
・動画（サンプル）
など、多数収録された
紹介CD-ROMをすべての

学校へ配布しています。

昭和28年からの
福島民友ニュース

も圧巻だよ。

動画

画像

テキスト


